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原料仕入れは、本組合市場より、組合員所得向上を目的に、高値仕入を行っていますが、流 
通経費等、離島のハンデを考えると、販売価格において厳しいので、五島近海産の長崎魚市 
水揚げ原料の仕入れを将来的には考える必要がある。 

衛生管理、製造管理向上に必要な設備投資を県等の補助事業を活用し、導入したいと思いま 
す。 

長崎産の原料を使用した、特徴のある練り製品を開発し、新規提案を行う。 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.9.19 

・記録台帳の作成　　・施設内温度点検表　・従業員衛生管理　・清掃チェック表 
・金属探知器、重量チェック表　・賞味期限管理台帳　・異物混入発見記録 
・複数名のチェックにより、異常発見が増加し、管理体制が強化された。 

かつお燻製、きびなご一夜干し 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.9.21 

無リンすり身等の特殊原料の確保 

原料の高騰から、原料の不足になり、今後の配合等の見直しが必要となる。 

半月天（鯵の極味）、地げもん揚げ、お造りかまぼこ 
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2009.9.13 

前年に引き続き、長崎県産煮干の信頼回復と信用度を高める為、本会と本会煮干指定商社と 
ともに異物混入防止のため「5S活動に取り組もう」というシールを作成、各漁協、各生産者 
に配布し異物混入の根絶運動を展開した。
　生産者においても感心が高まり、加工場の整理・整頓、作業服、帽子の着用などが徹底さ 
れた。 

煮干原料への異物混入は大きく減少した。当加工場でも従業員の意識も一段と高まった。
　益々、食品の安心、安全を求められる社会になっていくので、本会としても誠実に出来る 
ことはなにかを多角面（清掃、清潔など）で考え実行したい。 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.9.18 

地球温暖化、磯焼け現象の進行など第一次産業を取り巻く環境は非常に厳しい状況である。 
煮干加工生産者においても水揚げ減少、まき網漁業の廃業、後継者不足と問題が山積みして 
いる状況であり、本会としても生産者の漁家安定のため周年加工体制の構築加工原料の確保 
に積極的に努めている。今後は、生産手取高揚のため上質品の製造指導、ブランド化を図 
り、消費者に喜んでいただける信頼性のある消費材作りに努めた。 

するめいか一夜干し、あごじまん 

煮干し200ｇ（長崎）、食べるイリコ（長崎）、干しえび、焼きあじ 

スルメイカ一夜干しの原料（スルメイカ）、とびうおが大漁に獲れ、魚価が安い時、冷凍し 
て加工原料とする。 

大漁に漁獲されたとき、また関西、関東方面の魚市休市のとき、買取して魚価価格の下落に 
成果があった。 

本年も、漁獲量と魚価を見ながらスルメイカ、とびうおの買取をして加工販売して、漁家の 
所得向上を目的とする。 

長崎県漁業協同組合連合会 
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けんさきいか 

太刀魚切身、いしもち（エラ内臓抜き） 

大量漁獲時、市場の相場が崩れる時、組合として生産者より一定の価格で買い付けた。しか 
し、サイズ問わずに生産者より持ち込まれたことが多く、規格外のサイズの販売に苦慮した。ま 
た、生産者の手取り向上を第一に考えていたが、市場価格の安い原料を買い付けた加工業者と 
比べ、高い製品となってしまい、直接買取にも限界性を感じたこともあった。 

なかなか加工品としての販売が難しかった『いしもち』が何度か企画され、市場価格が安い魚を 
安定価格で生産者より買付、製品化することができた。工場では、一部拡張をおこない、生産稼 
働率の向上が図れるようになった。 

工場内でのクレーム撲滅を掲げ、衛生管理、品質管理の向上を従業員一丸となって取り組んで 
いる。 

年々漁獲量が減少しており、安定的な原料確保に不安がある。また、鮮魚の中で【けんさきい 
か】の相場変動が激しく、逆ザヤになることもある。 

漁獲シーズンが年々ずれており、また大量に漁獲された日数が少なかったが、日曜日も関係な 
しに、わずかな期間で大量に漁獲されたタイミングで原料を買付、年間を通して安定的な供給が 
できた。 

今年度も原料確保は問題なくおこなえた。ＩＱＦ(個別急速冷凍)商材であるため、規格外が発生 
する。今後は規格外の製品化も検討していきたい。 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.10.21 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.9.19 
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しめさば、塩さばフィレ 

・消費材の価値を高めるため、ＨＡＣCPプランに基づき、製品製造をおこなっている。 
・トレースができる在庫管理をパソコン管理に移行する準備をおこなっている。水揚げ～最終製 
品になるまで、幾つかの製造過程があり、全てをパソコン管理するには限界を感じている。 

水産業界は、後継者不足、漁獲不漁などの問題を抱えている。本会として、前年度は未利用魚 
の取組をおこなってみた。通常の漁をおこなう水深よりさらに深く網を入れることにより、今まで 
利用したことのない深海魚などを食材に繋げていくことができるかなどの試験をおこなった。すり 
身、塩焼きなどにして食してみたが、馴染みのない魚を商品化していくことは、課題山積と感じて 
いる。 

長崎では、多種の魚が水揚げされ、一部は馴染みのないことから値がつかない魚もある。前年 
度は、底引き網で漁獲された【かいわり】・【チカメキントキ】を製品化、貴会の協力も受け、供給 
することができた。よって国内自給率を高めるには、馴染みのない魚をどのように紹介して製品 
化できるか、新たな魚種の商品化をおこなっていきたい。 

真さば三枚おろし、若いか、やりいか輪切、するめいかカット、レンコ鯛（エラ・内臓抜き）、真あじ、いさ 
き、一汐真あじ（エラ内臓抜き）、長崎産くまえび、かいわり（エラ内臓抜き）、真鯛（あら炊き用）、チカメキ 
ントキ開き 

旬の時期に漁獲された良質の原料を仕入、加工しておりますが、漁獲時期が不安定なため、原 
料仕入れに苦慮いたしました。 

原料確保が不安定な中でも、自らセリに立ち会い、良質の原料確保ができました。工場におい 
ては、老朽化してる工場内部を随時、修善していきました。 

整備された工場内部を維持する、また未然に防げるクレーム撲滅を徹底していきます。 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.10.22 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.10.21 
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・後継者不足、魚価低迷など水産業界を取り巻く環境は厳しい状況にある。今まで、組合で漁獲 
される、レンコ鯛やイトヨリなど、高級魚は市場価格も高く、加工原料としては価値の違いがあっ 
た。しかし最近では漁獲量は減少しているにも関わらず、価格低迷は深刻な問題であり、生産 
者の価格維持を目的に、一定価格での買い取りをおこなっている。 

・よりよい製品を製造できるよう、凍結機の導入をおこなった。 
・異物混入ゼロを目標に、検品の強化を実施、昨年は異物クレームゼロであった。 
・市場相場が安価なとき、組合加工場として、生産者の価格向上を目的に買取をおこなった。 

・異物混入ゼロの継続。 
・生産者手取り向上のため、生産者が納得する価格で買い付け、更なる製品化をおこない、安 
定を図っていきたい。 

長崎県漁業協同組合連合会 2009.10.22 
甘鯛開き、えぼ鯛開き、めだい味噌漬け、さばみりん干し、甘鯛味噌漬け、甘鯛丸干 
し、長崎干物詰合せ 
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